
45億年前　   　  地球誕生

38億年前　　　  生命の誕生

5500万年前　　 霊長類（主に樹上生活を営み高い知能や社会性をもつ動物）の誕生

700万年前　　　ヒトが直立２足歩行を始め、チンパジー類と分れて進化する

250万年前　　   ヒトが石器を使って狩りをし、肉を食べ脳を進化させる

180万年前　   　ヒトがアフリカからユーラシアへ広がり複数の種に進化する　　　

30万年前   　　  アフリカにホモサピエンスが出現　火が日常的に使用される

７万年前　　　　ホモサピエンス　アフリカの外へ進出

４万年前　　　　ネアンデルタール人絶滅。ホモサピエンスが唯一のヒトとなる

１万年前　　　　農耕が始る

250年前　　　　イギリスで産業革命開始　ヒトの暮らしや、仕事が根本的に変わる

120年前　　　　フォードＴ型車生産開始（1908　明治41年）矢掛中学校開校（1902)

　

サピエンス・歩き続けるか？



製鉄時間　8:30~14:05（5:35）
投入砂鉄　39回　31.5kg＠0.8kg
炭投入　　８２kg　@2.1kg
石灰　　　20回 ２kg ＠0.1kg
　　　　　ほぼ10分ごと　　
製鉄結果　13kg　製錬後　4kg

2025.10.12 総社・鬼の城下　千引カナクロ遺跡での古式製鉄風景

火と砂鉄で鉄を創る



砂鉄から鉄を生んだ
中国地方のたたら製鉄
（６世紀後半〜戦後）

菅谷山内（すがやさんないでの製鉄）



吹屋の銅・ベンガラづくり



たたら製鉄の守護神
金屋子神の飛来ルート

っっっっっ

高天原

吉備高原って何だろう？



牛馬力

人力

高瀬舟

廻船

山から海へ　様々な運送手段



とと道再開発の発端

2016.6 高梁川流域学
校からの問いかけ

　 笠岡から吹屋まで新鮮な魚を運ん
だとと道と言う道が有ったと聞くが備中
南部のルートは分っているのか？　
北部成羽−吹屋のルートは再開発しつ

つある。

　若い世代の郷土愛・地域への誇りを
醸成するとともに、さらに自治体や企
業の人材育成研修を実施し、将来は
風土ツーリズムとしての地域観光プロ
グラムの事業化を目指す。



金浦から吹屋へ

笠岡・走出の郷土史家のリードで再
開発開始　
それまでのとと道のルート認識は笠岡＝高梁
だった。これで備中全体を見ると言う姿勢が整っ
た。



①聞き取り、現地調査
　
②道標、牛馬供養碑、記念碑、顕彰碑、大師堂、四つ堂等々
　　

再開発の手法

③「歩く道」の特性
　「歩く道」は距離を短縮するために急坂はいとわず、真っ直ぐに登っています。深い谷底
では出水の折には脆弱な道は流されてしまう恐れがあります。このため、「歩く道」は谷か
ら尾根を直上し、稜線を辿ることが原則です。



2027.1.16とと道特定道標発見

宇
内
＝
毛
野
の
間
の
と
と
道
特
定
の
鍵
と
な
っ
た
道
標



とと道再開発





２０１８.１．１４
第１回公開ウォーク
金浦→三山

以後現在までに３０回、800人
以上が参加



２０２３年度　夢ルネ認定／ユネスコ認定

 
２冊で￥２５0０
のところ

本日は
￥２０００で

おまけ付き



61kmで約１７0件の道標整備開始









700万年前、ヒトとチンパンジーの共通祖先が分岐して以来、

ヒトは動物の中で唯一、直立２足歩行を続けて今に至っています。
私たちは備中の山中で、岡山県笠岡の金浦から北方60kmの吹屋へと
瀬戸内海の鮮魚をヒトが背負い、夜掛けの12時間で届けた「歩く道」を

再発見し、整備しました。
私たちは多くの方がこの「備中とと道トレイル」を次の３点を目指して、
安全に、気ままに歩けるよう、維持、整備に務めることを宣言します。
■多くの方が「とと道」で直立２足歩行をフルに実践し、確かな健康を維

持する
■多くの方が「とと道」沿道の豊かな歴史、文化、自然に親しく接し、備

中の地を愛する
■多くの方が「とと道」を踏み固め、100年後の子どもたちに「歩く道」を

伝える

備 中 と と 道            ト レ イ ル 宣 言

2024.2.5

　    歩こう　愛そう　いつまでも「備中とと道トレイル６０km」

2025.1.18設置「夢街道ルネサンス」
2024.12.4設置 「本ユネスコ協会連盟未

来遺産」

〒714-1215 岡山県小田郡矢掛町中1208-1　備中とと道トレイル推進協議会　事務局 080-3390-6935

2024.2.5

とと道笠岡ー吹屋
紹介ビデオ

とと道再開発
　紹介ビデオ


